
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                    校長  丹那 暢仁 

本格的な冬を迎え、芦別のまちにも静かな雪の気配が広がっています。学校では、学校祭や公開研究会、

職場体験等を通して、生徒たちがお互いを支え合い、力を発揮しようとする姿が多く見られました。学校祭

では「仲間とつくる楽しさ」、公開研究会では「学びを深める喜び」が満ち溢れ、芦別中学校が一つのチー

ムとして成長していることを実感しました。３年生の職場体験では、市内の多くの事業所の皆さまにお世話

になりました。働く大人の姿を間近に見て、「自分も誰かの役に立つ仕事をしたい」という声が聞かれまし

た。教室の学びと社会での経験がつながることで、学びが未来につながることを、身をもって実感できたと

思います 

先日、全学年で中間テストが終了し、３年生は学力テスト総合 ABC も終えました。結果に一喜一憂する

のは自然なことですが、テストの本当の価値は「自分の学びを振り返る」ことにあります。できなかった問

題や迷った問題に向き合い、「次はこうしてみよう」と考えることで、学びは一段と深まります。こうした

自己の学びの積み重ねが、将来の進路やキャリアを切り拓く力になるのです。 

さて、３年生はいよいよ受験本番を迎えます。進路選択は人生の大切な一歩ですが、迷いや悩みも成長の

証です。これまでの学びや経験を振り返り、自分の得意や関心、やりたいことを大切にしながら、安心して

進路を選んでほしいと思います。学校としても、生徒一人一人が納得できる選択をし、キャリア実現の第一

歩を踏み出せるよう、全職員で支えてまいります。 

 １・２年生も、冬は学びを深め、自分の未来につながる小さなヒントを見つける 

時期です。授業の気づきや友達との会話、読書で得た感覚――どれもが未来をつく 

る種になります。日々の学びを大切に、少しずつ自分の力として積み重ねていって 

ほしいと思います。 

地域・家庭・学校が力を合わせ、子どもたちが安心して挑戦し、自分の未来を描け 

る環境をこれからも育んでまいります。 

 

「芦別市スポーツ協会・文化連盟表彰式」 

１１月３日（月）芦別市スポーツ協会・文化連盟表彰式が開催され本校からは、次の生徒が表彰をうけました。 

【スポーツ協会奨励賞】 

  2年 寺島 絆 さん、川音 希心 さん 

【文化連盟奨励賞】 

1 年 瀧澤 優暖 さん、河瀬 茉優 さん、菅原 陽菜 さん 

 おめでとうございます！！ 芦別中学校の生徒のますますの活躍を今後も期待しています。 
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＜１２・１月の行事等＞ 

 
  １日（月） ３年生三者面談（～３日（水）） 
  ４日（木） 臨時代表委員会 

５日（金） 「STOPいじめ」学級討議 
 １５日（月） 清掃強調週間（～２３日（火）） 
 １６日（火） 生徒会各委員会 
 １７日（水） 定例職員会議 
１８日（木） 「STOPいじめ」全校集会 

 １９日（金） 授業参観・懇談会 
（学級・学年：１・２年のみ） 

 ２３日（火） 冬季集会 職員会議 
２４日（水） 冬季休業（～1/1５（木）） 

        補充・発展学習会 
２９日（月） 学校閉庁日（～1/3（土）） 

 
 

 
 
１６日（金） 冬季集会 英語検定② 
２０日（火） ３学年末テスト 

（～２１日（水）） 
２３日（金） 漢字検定② 
２６日（月） 定例職員会議 
２８日（水） 生徒会各委員会 
２９日（木） 高校説明会（２年生） 
３０日（金） 新入学説明会 
 

〇スクールカウンセラー来校日 
  １２月 ５日（金）、１９日（金） 

1月２３日（金） 
（時間１３：００～１７：００） 

※カウンセリングは、担任等をとおしてお申し込みくだ
さい。保護者もカウンセリングを受けることができます。 

＜R７年度学校関係者評価（保護者アンケート） 

の結果（一部）について ＞ 

１０月に実施した保護者アンケート結果(一部)

をお知らせします。 

「学校は生徒の学習への関心意欲を高め、基礎的・

基本的な学習内容の定着に努めている」という設

問では、「そう思う・やや思う」が８６．１％、ま

た、「お子さんに豊かな心が育っている」では、「そ

う思う・やや思う」９３.0％でした。一方、「いじ

め対策を十分に行っている」に対しては、「そう思

う・やや思う」が６５．１％、「わからない」が２

０％でした。学校からの発信など保護者にわかり

やすく伝えて参ります。 

今後も、本校の教育活動への応援をお願いいた

します。  

＜命の大切さ教室を実施しました。＞ 

１１月２1日（金）、本校にて眞島 勝彦さん

を講師に迎え、「命の大切さ教室」を実施しまし

た。   

眞島さんのご子息、以明（いざや）さんは、赤

信号を無視した大型トラックに跳ね飛ばされ、尊

い命を失ったのでした。生徒たちは、眞島さんの

お話に真剣に耳を傾け、「命に係る行動をすると

きは大切な家族を思い浮かべてください」と訴え

る姿に、強く心を動かされたようでした。また、

3年生の今多さんが生徒を代表してお礼の言葉を

述べました。 

この機会に、命を守る行 

動についてご家庭で話題に 

していただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「３年生が芦別市議会に未来の芦別市の姿を提案」 

今年 10月、本校の生徒たちが芦別市議会で「みらいの芦別づくり」について提言 

を行いました。地域の将来を考え、学校での学びを生かす貴重な機会となりました。 

生徒たちは、日頃の学習や地域活動で感じた課題や希望を踏まえ、「自然や歴史を 

生かしたまちづくり」「子どもが安心して過ごせる環境」「地域の人と協力した新しい 

イベント」など、芦別の未来を見据えた具体的な案をまとめました。 

当日は、市議の皆様から励ましをいただき、真剣な質疑応答も経験しました。これ 

により「自分の考えを形にする力」や「地域の一員としての責任感」を深く学ぶこと 

ができました。今回の経験は、学びを地域につなげる大きな一歩です。 

今後も生徒が自ら考え行動し、芦別の未来を共に創る活動を大切にしていきます。 

 


